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「復興農学会」幹事会（第9回） 議事録 

 
文責 新田 洋司（福島大学） 

 
日時 2024年2月6日（火）18時00分～18時40分 
方法 ZoomによるWeb会議 
出席者 石井 秀樹（福島大学）、内田 修司（福島工業高等専門学校）、小倉 振一郎（東北大学）、黒瀧 秀

久（東京農業大学）、佐伯 爽（福島大学）、杉野 弘明（山口大学）、新田 洋司（福島大学）、登尾 
浩助（明治大学）、溝口 勝（東京大学） 
（敬称略） 

 
議事録 
1．各大学等における会員の確認・入会の状況について（新田・佐伯） 
 新田、佐伯 研究員より各大学等における会員の確認・入会状況について報告があった。あわせて、2月
6 日に新規の入会者があったことも報告された。なおも、各大学等で入会等の勧誘・確認をすることとな

った。 
会員数（2023年12月5日現在） 
東京大学：5名 
東京農工大学：11名 
福島工業高等専門学校：3名 
東北大学：4名 
東京農業大学：4名 
明治大学：7名 
山口大学：1名 
福島大学：30名 
その他（幹事不在の大学等）：38名 
計:103名 

 
2．本年度の研究会・総会の開催について（新田・石井） 
 本年度の研究会・総会の開催について、新田、石井 准教授より以下のとおり報告があった。なお、シン

ポジウム、エクスカーションの情報についても学会ホームページに公開し広報することが確認された。 
 なお、総会資料は福島大学内の事務局で作成後、幹事会メンバーにメールで送り、事前に確認すること

となった。 
1．研究会・総会 
日時 2024年3月16日（土）9時00分～17時00分（予定） 
場所 福島大学・Zoomによるリモート併用 
内容 
（1）研究発表 
・発表形態 口頭 
・時間 発表12分、質疑3分 
・方法 パワーポイントスライド等を利用し、発表者が各自のパソコンを接続して発表。 
・発表申込 2月24日（土）までに、下記により申し込む。 

Googleフォーム https://forms.gle/B44JCZ1rDvmDchzv9 
・参加費 2,500円（税込み） 
（2）シンポジウム 
  ・時間 13時30分～15時30分（予定） 
  ・テーマ 持続的な地域づくりのなかでの復興 

・話題提供者 林 直樹 氏（金沢大学准教授） 
・オーガナイザー 溝口 勝 氏（復興農学会会長・東京大学教授） 

（3）総会 15時30分～17時00分（予定） 
 
2．エクスカーション 
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日時 2024年3月17日（日）8時00分～18時00分ごろ（予定） 
行程 （8時00分）福島市内発 → 相馬市内 →（16時30分ごろ）JR相馬駅（解散） → JR福島駅 
見学地 直売所（相馬市）、太陽光発電施設（南相馬市）、他（予定） 
 

 
3．学会誌「復興農学会誌」の編集・発行状況について（杉野） 
 杉野 講師より復興農学会誌第 4 巻第 1 号が 1 月末に発行されたこと、当該号では原著論文が 3 報、ニ

ュースが1報掲載されており、充実した内容となっていることが紹介された。 
 また、現在、第4巻第2号の編集が進んでいること、原著論文原稿が投稿されていることも報告された。 
 
4．来年度からの編集委員会体制について（新田） 
 来年度からの編集委員会体制について新田、溝口 会長より照会があり、審議の結果、下記の委員会メン

バーが了承された。 
 委員長  内田 修司 教授（福島工業高等専門学校） 
 副委員長 杉野 弘明 講師（山口大学） 
 委員  安達 俊輔 准教授（東京農工大学） 
 
5．その他 
（1）福島イノベーション・コースト構想推進機構よりの依頼について（佐伯） 
 佐伯 研究員より、福島イノベーション・コースト構想推進機構より、現在、同機構が作成中の「中

間成果報告書」に、「採択大学等による連携した取組み」として「復興農学会」についての執筆依頼が

届いていることが報告された。審議の結果、復興農学会として執筆し提出することとなった。 
 
（2）その他 
 新田より、2月10日（土）に日本農学会総会・日本農学賞選考委員会が開催されるが、本学会から溝

口 会長が出席することが報告された。 
 

以上 
 
今後の予定 
・月例会（第10回） 2024年3月5日（火）17時00分から 
・月例会（第11回） 2024年4月2日（火）17時00分から 
・幹事会（第10回） 2024年4月2日（火）18時00分から 
（月例会：毎月第1火曜日17時00分から開催。幹事会：偶数月第1火曜日18時00分から開催） 
 
 


